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探究理科２年校外研修 
若狭湾エネルギー研究センター 
福井県海浜自然センター 

 

７月 22 日（月）に，先端科学技術を研究している研究機関での実験・実習と成果発表を行うことにより、

研究の仕方・まとめ方・プレゼンテーションの方法等を学ぶため，若狭湾エネルギー研究センターにおいて

研修を実施しました。自然科学分野の７つのテーマに分かれて、専門の研究者の講義を受けながら研究を

行いました。また，研究成果をスライドにまとめ、研究者および生徒の前で発表を行いました。 

研究テーマ 

① 環境水等に含まれる微量金属分析 

② プログラミングと近似計算の基礎 

③ 蛍光Ｘ線分析の基礎と応用 

④ アルデヒド脱水素酵素の遺伝子型判定 

⑤ β線とγ線の吸収曲線の測定（放射線と物質の相互作用） 

⑥ 蛍光多重染色による細胞分裂像の観察 

⑦ 発光ダイオード（半導体）の特性と光子数の算出 

【生徒の感想】 

・高校で学ぶ科学の内容を超えて、大学レベルのものを実験したので、新しい考え方ができた。研究所の先

生が考察のヒントを教えてくれたり質問にしっかり答えてくれたりしたので理解が深まった。他のチームプ

レゼンを聞いて興味が深まっていった。 

・この活動を通して、研究をすることに対して積極的になった。一日のみの研究だったがテーマの内容を理

解し、実験を行い、発表をするという一連の流れをやりきれたのは自信になったし、内容への探究心をもち

ながら専門的な研究の楽しさを実感し、探究への意欲が増した。また、専門的な研究は難しいのかなとい

う不安があったが、興味を持って取り組めば、楽しんで、自分でもできると分かり、研究へのイメージが変

わった。 

発表会の様子 環境水等に含まれる微量金属分析 

蛍光Ｘ線分析 


